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緒 言

Pipemidic acid (PPA)1)は,主 としてグラム陰性菌

に対 して抗菌スペ ク トル を有す る経 口投与可能 の新化学

療法剤で,緑 膿菌に対 して も有効 であ り,尿 中 に高濃度

に排泄 され るとい う特徴 を有す る。我 々は今 回,こ の薬

剤 を開発 した大 日本製薬か らの依頼 によ り,臨 床的 にこ

れ を使用 してみ たので,そ の成績の大要 を報 告する。

対象および判定

昭和48年10月 か ら50年3月 に 泌尿器科外 来を 受診

した患者52名 に使用 した。 薬剤効果 につ いては,こ の

うち38名 のデータを判定 できた。

判定 は薬剤投与前後 の尿培養,尿 所見,自 覚症状か ら

行 なった。尿培養が陰性化 し,尿 所見,自 覚症状 のいず

れかが改善 した ものを有効,尿 培養が陰 性化 しない もの

を無効 とした 。

臨 床 効 果

Tabelle 4に 示す とお りであ る。 有効29例(う ち著

効2例),無 効5例,判 定不能4例 であった。 男子13例,

女子25例 を集計 してある。

疾患別にその効果をみると,女 子の急性単純性膀胱炎

は無効 例は1例 だけ であるが,男 子の 疾患では13例 中

4例 無効 と効果が落 ちている(Tabelle 1)。 細菌菌種別

の判定 をす るとTabelle 2の とお りであ る。

投与量 は,ほ とんど1日2.0g (250mg錠 または500

m g 錠を使用)分4で 投与したので,分 量による治癒成

績 の差は判定 ができなかった。

副作用 につ いては52例 につ き 追求で きたが,8例 に

認 め られた。いずれ も消化器症状 で,投 与を中止せねば

な らなかったのは うち2例 であ り,全 例投与の 中止ま

たは終 了に より軽快 した。 副作用発生率は15%で ある

(Tabelle 3)。

Tabelle 1 Beurteilung von Krankheiten

Tabelle 2 Beurteilung von Bakterien

Tabelle 3 Nebenwirkungen
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結 語

上 記の とお り, Pipemidic acid は臨床上有用 である

こ とがわかった。

副作用 については可逆性 の胃腸障 害だけを認めた。

なお,投 与前 後の血液 像,血 清化 学の値 の変動は顕著

ではなか った。
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Die pipemidische Satire wurde benutzt fiir die urogenitale Infektionen. Die Wirkung fiir E. coli 

und Cystitis acuta war sehr gut. Die Nebenwirkung in 15 % als Magenbeschwerden gefunden.


